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渡辺順子（わたなべじゅんこ）
1989年、ニューヨーク移住。ニューヨーク大学に通う傍ら、日系
企業に勤務しファッション関連の会社を設立。「シャトーペトリュ
ス」を飲んでワインに魅せられ、ワイン留学のため渡仏。NYに戻
り、2001年より世界最大オークションハウス、ニューヨーク・クリス
ティーズでアジア人初のワインスペシャリストとして活躍。2009年
に退社し、ワイン・コンサルタントとして株式会社FIFTHに所属。
韓国、NY、日本でワインのセミナー、イベントを開催。欧米のコレク
ターやワイン商と取引し、アジア諸国に向けて事業展開する。アメ

リカソムリエ協会 ソムリエ認定、パリコルドンブルー ワインプログラムのサティフィケイト、
ボルドープロフェッショナルワイン協会　ディプロマ、WSET アドバンス サティフィケイト

SEVEN HILLS Premium ワインクラブは、ワインをこよなく愛するSEVEN HILLS Premium読者の交流の場です。
特別なワインの会や内外のワイン情報を選りすぐってお届けします。

Column

　世界２大オークションハウスのひとつ、ニューヨークのクリス
ティーズでワインスペシャリストとして約10年間働いた。
　オークションハウスで名画に囲まれ、優雅にワインを飲みながら
クライアントと商談する日もあれば、プライベートジェットでクライアン
トのワインディナーに出席したこともあった。ハリウッドスターたちも
頻繁にクリスティーズに立ち寄り、スクリーンでは見られない素の
彼らと世間話をしたこともある。
　高価な絵画のオークション当日となると、世界中から超VIPが
集まるため、クリスティーズのあるロックフェラー付近はラッシュア
ワーにもかかわらず、5番街から通じる道を封鎖してしまう。黒塗
りのリムジンでボディガートと共に乗り付けるコレクターたちの姿
は、まるで映画のワンシーンのようだった。
　そんな少々浮き世離れした世界にいたのだが、私の毎日の
ルーティーンは常に数字を追いワインの価格を決めていた。今ま
で何万種類ものワインに価値を付け、世に送り出してきた。

　私の一日は、毎朝E-mailで送られてくるワインリストをチェック
することから始まる。オークションに出したいワインが、世界中から
山のように寄せられてくるのだ。
　中国産のワインをオークションに出したいと、写真付きで送られ
て来たことがある。“Snake Wine” と言う銘柄で、文字通りワイン
漬けにした蛇がボトル中に入っていた。中国ではすごい人気だ
が、レア物でなかなか手に入らないと言う。最後までメールを読ま
ずに削除した。
　また、心臓発作でご主人を亡くした方からメールが届いてい
た。「late husband （亡夫）のワインセラーからこんなワインが出
てきたけど、価値あるかしら？ Romane Contti 1934」ロマネコン
ティのスペルは間違っているけれど、私がいつも探しているロマ
ネコンティの、あの伝説のヴィンテージ1934年に間違いない。
　テキサス州に住む、クリスティーズの上顧客からのメールを開
けた。彼のコレクションから500本ぐらい選んで、年末のオークショ
ンに出したいそうだ。彼は、年末に開催されるオークションの落札
額が、他の時期より上がることを知っている。アメリカはハロウィン
を皮切りに、人々はホリデー気分で浮き足立ち、クリスマスだから
と少々財布の紐も緩くなるようだ。

　通常、オークションは7〜8月の
ヴァケーション・シーズンは開催し
ない。オークションハウスの顧客
達は、夏の間は長期の休暇をと
り、不在となってしまうからだ。
　豪華ヨットで１カ月ほどカリブ
に航海に出るために、上半期最
後のオークションでクリュグを大
量に落札し、ヨットに積み込んだ
顧客がいた。ヨットの上ではペリ
エ代わりにクリュグを飲むのか……。それも悪くないなと思った。
　ヘリスキーを楽しんでくると、コモ湖にある別荘へ行った顧客も
いた。「ヘリコプターから直接飛び降りてゲレンデを滑る快感は、
スクリーミングイーグルを飲む時の感覚に似ているんだ」と言っ
て、ヨーロッパではカルトワインが手に入らないからと、数ケース落
札してコモ湖の別荘へ発送した。私は彼の代理で落札するよう
に頼まれており、上限価格は「unlimited （上限なし）」ということ
だった。競り合う相手に負けるな、価格は重要ではない、とにかく
買えるまでパドルを下ろすな、というわけだ。
　通常スクリーミングイーグルは、3本セットか1本のみで出品され
るが、その時はヴィンテージ違いで、合計13本が出品された。もち
ろん全て彼が落札し、１カ月間はヘリスキーとスクリーミングイーグ
ルを堪能されたようだ。　（続く）

渡辺順子の ワインに乾杯！ 第１回

あのクリスティーズでアジア人初のワインスペシャリストとして活躍した、
世界に誇る日本女性の渡辺順子さんがお届けするワインコラム。待望の連載スタートです


